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革新的医療技術創出拠点

➢ 橋渡し研究支援機関（11機関）
➢ 臨床研究中核病院（15病院）

➢ 国立がん研究センターは橋渡し研究
支援機関と、ふたつの臨床研究中核
病院（中央病院・東病院）を持つ

AMED HPより 令和5年度より長崎大学病院追加



国立がん研究センターとAMED橋渡し研究プログラム

➢ 2021年7月1日、国立がん研究センター（NCC）内外の橋渡し研
究を支援する築地キャンパス・柏キャンパス横断的な部局として橋渡
し研究推進センター（CPOT）が設立され、橋渡し研究支援機関
の中心的な役割を担っている。

➢ 2022年度より橋渡し研究支援機関を活用し、アカデミア等の優れ
た基礎研究の成果を臨床研究・実用化へ効率的に橋渡しするため
の研究費等の支援を行うAMED橋渡し研究プログラムが開始と
なった。

⚫ 橋渡し研究推進センター業務のひとつにAMED橋渡し研究プログ
ラムにおける支援課題の選定やプロジェクトマネジメントなど研究
支援がある。

AMED橋渡し研究プログラム
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AMED橋渡し研究プログラムとは

➢ CPOTは国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）の「橋渡し研究プログラム（委託事業）」に
おいて、申請の窓口、及びAMEDと研究者の架け橋となる。「橋渡し研究プログラム（補助事業・シーズA）」
において、研究者からの支援依頼シーズについて、拠点内の評価委員会（運営委員会）の判定に基づき研究
費を配分する。

申請

橋渡し研究支援機関認定
文部科学省

委託

研究支援
実用化支援

採択

CPOT

研究者

AMED橋渡し研究プログラム委託事業

研究提案

報告

橋渡し研究支援機関認定
文部科学省

委託等

補助

CPOT

AMED橋渡し研究プログラム補助事業

研究者

開発支援

研究提案
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シーズ区分の概要

➢ 「橋渡し研究プログラム」の支援シーズ区分は、特許取得状況、非臨床・臨床POCの取得状況、企業連携の有
無などにより、シーズA、preF、シーズF、シーズB、シーズCに区分される。

➢ 今回は、 preF、シーズF、シーズB、シーズCを対象とし、支援を希望するシーズを募集する。

※シーズ区分別の「研究期間・研究費の規模の目安と応募条件」は次ページに掲載
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シーズ区分について
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シーズ区分 研究期間・研究費の規模の目安と応募条件

preF：
関連特許出願済みで、治験開始に必須な非臨床試験の項目確定等を目指す課題

➢ 最長2年間、1,000万円/年度

➢ 治験開始に必須な非臨床試験の項目についての対面助
言を受けるための計画、企業との連携を行うための計画が
立てられていること

シーズF：
関連特許出願済みかつ、開発にあたって企業連携が確立しており、非臨床POC取得
及び治験届提出後、臨床POC取得又は薬事申請用臨床データ取得を目指す課題、
医療への適応のため早期・戦略的な企業導出を目指す課題

➢ 最長5年間、前半2年間、7,000万円/年度、後半3年
間、9,000万円/年度（ステージゲート通過後）

➢ アカデミアと企業の共同提案、連携企業および導出予定
先企業における引き受け後の開発方針、PMDA対面助
言を実施していること

シーズB：
関連特許出願済みで非臨床POC取得及び治験届提出又は薬事申請用臨床デー
タ取得を目指す課題

➢ 最長3年間、5,000万円/年度
➢ PMDA対面助言を実施していること

シーズC(a)：臨床試験に向けた準備・臨床試験を行う課題
関連特許出願及び非臨床POC取得済みで、治験開始を目指して1年度以内に臨
床試験の準備を完了し、その後3年度以内に臨床POC取得又は承認・認証を目指
す課題

➢ 1年目、1,000万円/年度
ステージゲート後最長3年間、8,000万円/年度

➢ ステージゲートまでに対面助言を終了し、ステージゲート通
過後、速やかに治験開始できること

シーズC(b)：臨床試験を行う課題
関連特許出願及び非臨床POC取得済みで、最長3年度以内に臨床POC取得又は
承認・認証を目指す課題

➢ 最長3年間、8,000万円/年度
➢ PMDA対面助言を終了し、採択後、速やかに治験開始で
きること



「橋渡し研究プログラム・委託事業」への推薦候補課題の選考

＜推薦候補課題の選定フロー＞

preF、シーズF、シーズB、シーズCについては、運営委員会が応募課題の中から推薦課題を選定し、研究代表者及びCPOT
からそれぞれ必要書類をAMEDに提出・応募する。その後、AMEDが各機関から推薦された課題を審査し採択する。

＜推薦候補課題の選定方法＞
CPOT橋渡し研究プログラム運営委員会により、書類審査及び必要に応じてヒアリング審査が実施される。

4 制限なし

推薦課題数
NCC内部シーズ

推薦課題数
NCC外部シーズ

preF

F

B

C

2 制限なし

2 制限なし

2 制限なし
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令和6年度 橋渡し研究プログラム 課題選定方法

専門委員
医薬品担当

専門委員
医療機器担当

運営委員

A B

書面審査

ヒアリング審査

C D E

F G

A B

e f ga b c d

運営委員会
採択課題の選定

A B

A B

C D E

C D E

F G

F G

運営委員・医薬品

運営委員・医療機器 運営委員

C

F

A B

A B

提案課題1・医薬品

提案課題2・医療機器

書面審査例

a b

ih
i j kh l

※外部委員を含む

➢ 運営委員※両病院の研究担当副院長、研究所のTR担当

副所長、先端医療開発センターの正副センター長を含む7名

委員長・副委員長
橋渡し研究推進センター2名

医薬品・体外診断用医薬品・再生細胞治療担当
中央病院1名、東病院1名、研究所1名

医療機器担当
中央病院1名、東病院1名

➢ 専門委員※外部委員を含む12名

医薬品・体外診断用医薬品・再生細胞治療担当
中央病院1名、東病院1名、研究所2名、
先端医療開発センター1名、外部2名

医療機器担当
中央病院2名、東病院2名、外部1名



橋渡し研究プログラム・委託事業 スケジュール（予定）

• 7月24日（月） 第1回説明会（Zoomミーティング）

• 7月25日（火） 第2回説明会（Zoomミーティング）

• 8月4日（金） 応募開始

• 9月11日（月） 正午 応募締め切り

• 9月中旬～10月上旬 書類審査

• 10月23日（月）13時～ヒアリング審査（医療機器・診断機器）

• 10月24日（火）13時～ヒアリング審査（医薬品・体外診断・再生細胞）

• 10月下旬 AMED推薦課題の決定

• 12月下旬 AMED公募開始（予定）
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提案書記載のポイント（シーズ区分共通項目）
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タイトルだけで解るような課題名を記載してください。

公開可能な課題名を記載してください。

具体的なシーズ名を記載してください。



提案書記載のポイント（シーズ区分共通項目）
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該当箇所にチェックを入れてください。



提案書記載のポイント（シーズ区分共通項目）
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特許出願後の状況（PCT出願など）を
記載してください。

出願した特許と今回のシーズの関連性が
解るように記載してください。

知財戦略上の理由で特許出願していない
場合は理由を記載してください。



提案書記載のポイント（シーズ区分共通項目）
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本研究の概要を300～500字で
記載してください。



提案書記載のポイント（シーズ区分共通項目）
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本研究の内容になります。字数制限
はありませんが、評価者が評価しや
すいように、適宜図表を使用しながら

解りやすく記載してください。

研究背景～これまでの研究成果を
記載してください。アンメットメディカル
ニーズ＝「医療現場での必要性」が
解るように記載してください。

研究開発目的を記載してください。本
研究の特色・独創性＝「新規性」「優
位性」が解るように記載してください。

具体的な研究計画・方法を記載してください。特に
PMDA対面助言の計画（preF/シーズC(a)）や
非臨床POC取得の計画（シーズB）、臨床試験
の計画（シーズF/シーズC）、企業連携の計画を
具体的に記載してください。また、研究支援期間だ
けではなく、実用化までの「特許戦略」「事業戦

略」の計画について記載してください。



提案書記載のポイント（シーズ区分共通項目）
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審査項目の要約になります。
「5. 本開発提案内容」に記載した内容を
各項目300字程度までで、解りやすく記
載してください。箇条書きでも結構です。

医療現場での必要性
どのようなアンメットメディカルニーズがあり、
課題の解決策を解りやすく記載してください。

新規性
新しい技術・モダリティ・マテリアルなど
シーズの独自性を記載してください。

優位性
既存薬・既存技術と比べて、どのような点がどの
程度優れているのか具体的に記載してください。

実用化までの計画妥当性
出願特許を強化するための戦略を記載してください。
どのような製品を目指すのか、市場性や製販までの企業

連携の計画を具体的に記載してください。



提案書記載のポイント（シーズ区分共通項目）
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提案書記載のポイント（シーズ区分共通項目）
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提案書記載のポイント（シーズF）
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シーズFは企業との共同提案であり、企業連携が必
須です。1)~4)のすべてが「有」、または5)が「有
（内諾含）」のいずれかを満たす必要があります。



提案書記載のポイント（シーズF）
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提案書記載のポイント（シーズF/シーズB/シーズC）
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シーズF/シーズB/シーズC(b)ではPMDA作成の対
面助言の議事録を提出することが必要です。



提案書記載のポイント（シーズC）
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課題選定のポイント

審査は下記4つの項目で評価する。
① 医療現場での必要性
② 新規性
③ 優位性
④ 実用化までの計画妥当性
➢「必要性」：どのようなアンメットメディカルニーズに対するシーズなのか。
➢「新規性」：どのような点が新しいのか。
➢「優位性」：既存のものと比べて、どのような点が優れているのか。
➢「妥当性」：知財戦略と事業戦略を明記する。

⚫ 知財戦略：出願済特許とシーズの関連性、特許を強化するための戦略
⚫ 事業戦略：どのような製品を目指すのか、市場性を定量的・定性的に記載。製販までの
企業連携計画について記載。
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AMED橋渡し研究プログラム 採択課題カテゴリー（2022～2023）

医薬品

再生・細胞医療、遺伝子治療

医療機器・体外診断薬

2022年度 2023年度

全シーズ

がん関連
シーズ

30%

28%

42%

20%

40%

40%

21%

41%

38%

25%

37%

38%
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50課題 29課題

15課題 8課題
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AMED橋渡し研究プログラム がん関連採択課題（2022～2023）

シーズ区分 年度（和暦）橋渡し研究支援拠点名 課題名 研究代表者所属 研究代表者名

preF 2022 (R4) 01北海道大学 生体吸収性素材とハイドロゲルによる新規シートを用いた内視鏡的絆創膏の開発 北海道大学 大野正芳

preF 2022 (R4) 03筑波大学 新規造血幹細胞の増幅技術を用いた急性白血病等に対する臍帯血移植法の確立 筑波大学 山崎聡

preF 2022 (R4) 04国立がん 治療用抗原提示細胞プラットフォームの非臨床試験パッケージ策定研究 国立がん研究センター 植村 靖史

preF 2022 (R4) 05東京大学 術後膵液瘻ゼロを目指した膵断端処置具の開発研究 自治医科大学 兼田裕司

preF 2022 (R4) 06慶応義塾大学 高速液体クロマトグラフィーによるDNAメチル化率測定に基づく上部尿路がんの非侵襲的診断実用化 慶應義塾大学 金井弥栄

preF 2022 (R4) 06慶応義塾大学 難治性悪性脳腫瘍の中性子捕捉療法薬剤の開発 東京工業大学 中村浩之

preF 2022 (R4) 07名古屋大学 サイトカイン放出症候群抑制と治療効果増強を同時に達成する人工サイトカイン受容体を搭載したCAR-T 細胞療法の開発 愛知県がんセンター 籠谷勇紀

preF 2022 (R4) 08京都大学 難治性癌まで制圧可能な第二世代「腫瘍溶解性ウイルス・免疫療法」の非臨床開発 鹿児島大学 小戝健一郎

preF 2022 (R4) 09大阪大学 尿中エクソソームによる尿路上皮癌診断自動測定装置の開発 近畿大学 藤田和利

preF 2023 (R5) 01北海道大学 光診断薬Picklesによる薬効判定試験の非臨床POC取得に関する研究開発 北海道大学 大場 雄介

preF 2023 (R5) 02東北大学 進行がんを制圧する分子進化型人工サイトカイン医薬の開発 宮城県立がんセンター 田中 伸幸

preF 2023 (R5) 03筑波大学 長期ピンポイント近赤外蛍光組織マーキング剤の開発 物質・材料研究機構 吉冨 徹

preF 2023 (R5) 05東京大学 神経線維腫症１型に有効なウイルス療法の開発 東京大学 藤堂 具紀

preF 2023 (R5) 06慶応義塾大学 交流磁場の持つ抗腫瘍効果を応用したがん治療装置の開発 横浜市立大学 梅村 将就

preF 2023 (R5) 06慶応義塾大学 植物由来エクソソーム様小胞を担体とした経口核酸薬の開発 東京医科大学 黒田 雅彦

シーズB 2022 (R4) 05東京大学 ベバシズマブ発現型抗がんヘルペスウイルスの臨床開発 東京大学 藤堂 具紀

シーズB 2023 (R5) 10岡山大学 家族性大腸腺腫症に対する治療ワクチンの開発 香川大学 西山 成

シーズC 2022 (R4) 03筑波大学 初発悪性神経膠腫に対する新型高出力中性子線源を用いたホウ素中性子捕捉療法の安全性試験 筑波大学 櫻井 英幸

シーズC 2023 (R5) 06慶応義塾大学 フェロトーシス誘導性抗がん剤の開発 藤田医科大学 大槻 雄士

シーズC 2022 (R4) 02東北大学 体内管状組織形成具（バイオチューブメーカー）の薬事承認に向けた医師主導治験に関する研究 大分大学 宮本 伸二

シーズC 2022 (R4) 09大阪大学 ビフィズス菌を利用した経口がんワクチンによる進行性尿路上皮癌を対象とした医師主導治験 神戸大学 白川 利朗

シーズC 2022 (R4) 11九州大学 小児悪性固形腫瘍根絶を目的としたNK細胞様CD3陰性細胞を用いた革新的養子免疫治療法の開発 九州大学 米満 吉和

シーズF 2022 (R4) 09大阪大学 前立腺特異的膜抗原（PSMA）を標的とした革新的α線治療薬の実用化に向けた医師主導治験の実施 大阪大学 渡部直史

医薬品

再生細胞

医療機器



応募方法について

＜応募期限＞
2023年9月11日（月）正午

＜応募方法＞
➢ 各提案書様式を下記URLまたは右のQRコードよりダウンロード
（https://cpot.ncc.go.jp/）

➢ 所定の提案書と発表スライド（PowerPointファイル、10枚以内）をメールに添付し、
応募窓口（cpot_boshu@ml.res.ncc.go.jp）に送付
※送信できるファイル容量は合計20MBまでとなっています。20MBを超える場合は下記問い
合わせ先にご相談ください。

＜問い合わせ先＞
橋渡し研究推進センター シーズ募集事務局（cpot_boshu@ml.res.ncc.go.jp）
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